
 
平成23年3月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 
平成23年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 
平成23年3月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成22年9月30日) 

 
平成23年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

修正の理由 
（1）平成23年3月期第2四半期累計期間の連結および個別の業績予想 
売上高は、海運事業においてインド洋の海賊活動がより活発になり、漁獲可能海域が制限されたこと、また漁船の休業な
どもあり減少しましたが、洋上給油事業において燃油販売単価が上昇したため、ほぼ予想通りに推移しました。損益では、
海運事業において従来のさしみ用まぐろのほか、新たな魚種の集荷に努め、運搬量は確保できましたが、運賃低下および
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、平成22年8月10日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知
らせいたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,600 20 △10 △30 △4.99
今回発表予想(B) 5,708 △206 △238 △274 △45.74
増減額(B-A) 108 △226 △228 △244
増減率(%) 1.9 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

5,643 195 173 74 12.40

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 11,200 570 500 230 38.28
今回発表予想(B) 11,200 330 260 130 21.64
増減額(B-A) 0 △240 △240 △100
増減率(%) 0.0 △42.1 △48.0 △43.4
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

11,983 620 550 302 50.29

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,400 △10 10 0 ―
今回発表予想(B) 5,554 △148 △134 △163 △27.22
増減額(B-A) 154 △138 △144 △163
増減率(%) 2.8 ― ― ―
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成22年3月期第2四半期）

5,400 187 225 111 18.55

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 11,000 600 550 280 46.60
今回発表予想(B) 11,000 220 230 120 19.97
増減額(B-A) 0 △380 △320 △160
増減率(%) 0.0 △63.3 △58.1 △57.1
（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期）

11,501 622 653 328 54.61
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燃料油の値上がりなどによる費用増加となり、大幅な収益悪化となりました。 
 
（2）平成23年3月期の連結および個別の業績予想 
通期につきましては、海運事業の外部環境は大きな変化はないと予想しておりますが、収支は上半期と比較して、蓄養ま
ぐろ加工船の本格稼働が予定通り寄与することにより大きく改善し、貿易事業、洋上給油事業も第３・第４四半期は計画通
りに推移するものと予想しております。しかし、当初の目標達成には至らず通期の業績を修正しております。 
 
(注）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上


